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比
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比
月

口
現
月
前
日
前
ぐ

人
１
ぐ
人
人
人
帯
８
１
７

月
世
７
３
４

５
９
９
０

の
４
”
’
年
5
5
5
3
7
6
7
7

市
5
6
8
1

和
４
昭く

数
口
男
女

帯世
人

五
月
は
じ
め
の
三
連
休
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
観

光
客
な
ど
約
二
百
三
十
人
が
宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
で
、

応
急
的
な
医
療
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
昭

和
五
十
五
年
度
の
受
診
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

5
5
年
度
の
ま
と
め
か
ら

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

健
康
と
豊
か
な
夢
Ｐ
￥
ゐ
β
し

て
施
策
忿
ず
す
め
て
い
ま
ｆ
が
、

昭
和
五
十
四
年
八
月
に
、
市
民
の

み
な
敬
包
恥
要
望
の
強
か
っ
た

宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
を
開
設

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
街
の
医
院
な
ど
が
休

み
の
時
に
病
気
に
な
っ
た
場
合
、

応
急
的
な
医
療
鷺
客
Ｚ
元
る
よ

う
に
と
、
市
役
所
の
向
か
い
側
に

設
置
レ
だ
も
の
。
診
療
科
目
は
内

科
・
小
児
科
・
歯
科
で
す
。
宇
治

１
日
平
均
で

4
4
人
を
診
療

開
館
記
念
に
市
の
木
の
も
み
じ
を
植
樹

二
十
九
日
ま
で
の
日
曜
日
と
祝
日
、

振
替
休
日
な
ど
、
内
科
・
小
児
科

を
含
な
賢
で
墜
八
十
万
簡
、

歯
科
で
は
年
末
に
二
日
間
開
い
た

の
Ｉ
八
十
九
日
間
の
診
療
奎
行
い

書
レ
だ
。

３で室療診日1
0
月Ｇ心安とひで所療診病急日休もでみ痛や熱発な急

五
月
十
一
日
、
地
域
の
文
化
セ

ン
タ
ー
と
な
る
木
幡
公
民
館
の
開

館
式
が
行
わ
れ
、
池
本
市
長
は
じ

め
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
。
住
民
代
表
の
高

志
晋
順
さ
ん
が
「
市
内
で
第
一
号

木幡公民館

期
待
を
担
い

オ
ー
プ
ン

の
立
派
な
地
区
公
民
館
が
完
成
し
。

喜
ん
で
い
ま
す
。
活
動
内
容
も
充

実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
つ
づ
い
て
。
記
念
植
樹
と
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

受
診
孤
９
欠
は
、
医
科
で
二

千
二
百
十
三
人
、
歯
科
で
七
百
八

十
一
人
。
合
計
す
る
と
二
千
九
百

九
十
四
人
で
、
一
日
平
均
四
十
四

人
の
人
が
受
診
芦
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
Ｋ
そ
の
中
で
、
休
日
急
療

診
療
所
の
応
急
的
な
診
療
で
不
十

分
と
判
断
芦
れ
た
患
者
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
病
院
（
一
茨
後
送
病
院
）

に
転
準
急
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
か
、
五
十
五
年
度
で
は
二
十
二

人
の
転
送
患
者
が
あ
り
書
し
た
。

受
診
さ
れ
な
人
の
年
齢
に
つ
い

゛
ｒ

多
く
は

’
か
ぜ
な
ど

の
思
者
が
千
三
百
三
十
八
で
、
六

〇
・
一
貿
と
大
半
か
ａ
め
て
い
ま

す
。
つ
づ
い
て

胃
炎
な
ど
の
消

化
器
系
の
患
者

が
二
百
七
十
七

人
と
な
っ
て
お

り
、
心
臓
病
や

高
血
圧
症
な
ど

の
循
環
器
系
の

患
者
が
十
八
人

で
す
。
そ
の
ほ

か
、
風
し
ん
七

ナ
で
人
、
麻
し
ん
（
は
し
か
）
二

土
ハ
人
、
水
痘
二
十
五
人
。
さ
ら

に
、
本
来
行
っ
て
い
な
い
外
科
診

療
も
応
急
的
な
処
置
を
し
て
お
り

百
七
十
二
人
が
、
ま
た
同
じ
よ
う

に
耳
鼻
科
系
も
二
十
七
ｒ
ハ
が
受
診

４
れ
て
い
ま
ず
。

発
病
し
て
か
ら
休
日
急
病
診
療

所
に
采
ら
れ
る
ま
で
の
経
過
時
間

に
つ
い
て
、
二
十
四
時
間
以
内
の

人
が
医
科
で
は
千
四
百
五
十
三
人

Ｉ
〈
五
・
翻
‐
な
ぞ
が
、
歯
科
で

は
四
〇
・
一
1
；
；
に
Ａ
Ａ
Ｗ
＜
つ
て
い

孝
°
Ａ
>
し
て
、
歯
科
で
は
屑

後
四
十
九
時
間
心
丸
二
日
間
）
以

会
｀
し
て
受
診
に
来
β
れ
泰
人
が

三
八
・
七
押
も
あ
り
、
悪
く
な
っ

て
い
て
も
が
ま
ん
夕
じ
て
、
痛
み

な
ど
で
が
ま
ん
で
き
’
？
な
っ
て

来
ら
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

休
日
謁
診
療
所
で
受
診
哀

た
人
の
ヶ
ち
宇
治
市
民
は
、
医
科

が
千
器
皿
十
五
人
で
八
八
・
三

Ｕ
、
歯
科
が
五
百
八
十
三
人
で
七

四
・
六
智
と
な
っ
て
お
り
、
歯
科

で
は
二
五
・
四
靫
と
四
Ｔ
ハ
に
一
人

が
市
外
か
ら
の
受
診
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
休
日
の
歯
科
診

Ｉ
Ｍ
ｔ
つ
て
い
る
市
町
が
ま
だ
少

な
い
こ
と
か
ら
、
宇
治
市
休
日
急

病
診
療
所
に
来
β
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
ｙ
。

市
外
か
ら
の
受
診
者
の
う
ち
、

遠
い
と
こ
ろ
で
北
は
北
海
濯
か
ら

南
は
宮
崎
県
ま
で
に
お
よ
ん
で
い

ま
ず
。
こ
れ
は
、
宇
治
市
に
観
光

で
来
ら
れ
た
り
、
帰
省
套
£
り

す
Ｋ
＞
人
心
Ｚ
壁
£
？
い
る
と
考

え
ら
れ
‘
’
ヂ
。

ｏ

宇
治
市
休
日
急
病
診
療
所
の
受

付
時
間
は
、
午
前
九
時
五
十
分
か

ら
午
後
四
時
半
ま
で
で
ｆ
。
診
療

を
～
Ｋ
呑
？
ハ
は
、
健
康
保
険

証
名
右
ず
に
持
参
し
で
V
だ
さ

い
。
な
お
、
市
で
は
、
市
民
の
み
な

４
ん
か
ら
要
望
の
出
て
い
る
夜
問

診
療
に
つ
い
て
も
検
討
か
ず
す
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
刄

３
》
Ｑ
Ｊ
ｑ
ｙ

生
活
を
支
え
る
水

六
月
一
日
か
ら
、
全
国
一
斉
に

恣
搦
簡
が
は
じ
ま
り
未
了
。
こ

の
機
会
に
、
今
一
度
、
暮
β
し
の

中
の
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
日

搭
翫
を
支
え
る
最
も
璽
要
な
施

設
の
一
つ
で
す
。
も
し
、
水
道
の

つ
く
ら
れ
る

水
道
の
水

れ
が
ち
で
す
。
１
が
し
、
雨
水
に

は
じ
ま
っ
て
家
庭
の
じ
や
口
に
至

る
。
水
の
旅
‘
は
、
多
く
の
人
の

力
と
多
額
の
費
用
か
要
す
る
設
備

に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
Ｋ

雨
や
雪
な
ど
の
降
水
量
は
季
節

に
よ
っ
て
ち
が
い
、
そ
の
上
、
河

川
は
延
長
が
短
ぐ
傾
斜
が
急
な
た

め
降
っ
た
雨
も
す
ぐ
海
に
流
れ
て

し
ま
い
ま
ｙ
。
そ
こ
で
、
水
m

め
て
お
く
ダ
ム
が
必
要
に
な
り
ま

Ｋ
雨
水
m
道
の
水
に
変
え
る

市
内
1
5
力
所
で

水
道
の
相
談
所

。
当
ぞ
り
‘
は
、
こ
ｙ
フ
し
て
は
累
果
退
部
で
は
、
市
民
の

址
を
手
。

ダ
ム
や
河
川
の
水

水道の出張相談所

所
館
室
前
前
前
所
所
館
館
前
堂
館
園
前

ろ
会
保
プ
碑
一
宅
会
会
分
分
校
会
心
公
校

こ
７
Ξ
昌
：
警
ヱ
¨
砧

と
蔵
原
山
凡
５

ｉ
Ｅ
法
池
明
よ
‘
い
一
椋
ヶ
池
一
一
一

御
河
南
三
東
福
善
玉
神
開
大
旦
紫
運
西

ｓ
四
ｍ
ｍ
ｍ
｀

と

ふ
２
３
４
５

＠

時４
ゝ

半時
―

後午もれずい

み
な
さ
ん
に
大
切
な
奢
亙
埋
解

し
て
い
た
だ
こ
.
Ｃ
Ｖ
Ｊ
'
こ
の
水
道

週
間
中
に
。
水
道
の
出
張
相
胞
７

を
侭
げ
ま
刄
出
張
相
談
で
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
m
見
や
ご

要
望
な
ど
を
お
聞
き
ず
る
ほ
か
、

水
道
じ
ゃ
口
の
パ
ッ
キ
ン
麗
貿

で
取
替
吝
￥
ヂ
。

ま
た
、
当
日
は
水
遭
公
認
業
者

も
出
て
い
ま
ゐ
で
、
漏
水
な
ど

が
あ
り
ま
レ
た
ら
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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登録しませんか

ほしい物・ゆずりたい物

不用品情報センターが6月１日からスタート

省
茸
豚
の
一
つ
と
し
て
、
家
庭

淫
応
ず
に
し
ま
っ
て
い
る
不
用
品

の
有
効
な
利
用
の
た
め
に
米
用

品
情
報
セ
ン
タ
ー
‘
全
〈
月
一
日

か
晶
重
子
。
こ
れ
は
、
昨
年

七
月
か
ら
半
年
間
「
不
用
品
交
換

ひ
ろ
ぼ
」
と
い
ラ
名
称
で
試
行
し

て
き
た
の
を
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
も
の
で
、
期
間
は
十
一
月
三
十

日
ま
で
ぶ
ｙ
。

否
毘
が
あ
れ
ば
親
類
や
友
だ

ち
に
譲
っ
た
り
、
分
Ｖ
s
て
■
t
Ｐ
ｔ
Ｓ
Ｖ
!
＾

の
が
一
般
的
で
し
ょ
う
。
Ｌ
か
し

こ
れ
で
誤
聞
も
限
β
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
。
市
で
は
市
民
の
み

な
’
兄
に
不
用
品
の
情
報
を
市
政

だ
よ
り
に
掲
載
し
、
気
軽
に
リ
サ

イ
ク
ル
が
で
き
る
よ
之
栄
用
品

情
報
セ
ン
タ
ー
か
設
け
柔
す
。

＞
登
録
方
法
…
品
物
奮
脛
ず
る

人
も
希
望
Ｔ
９
人
も
、
電
話
、

は
が
き
。
来
庁
脊
れ
る
な
ど
で

申
込
み
を
し
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。

マ
登
録
項
目
・
・
・
出
品
物
名
、
型
式
、

規
格
、
品
質
な
ど
閃
購
入
年
月
、

消
耗
の
程
度
圓
希
望
価
格
倒
登

録
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
倒
そ
の
他
の
希
望
条
件
。

▽
登
録
期
間
・
・
・
情
報
の
登
録
期
間

は
、
一
ヵ
月
で
す
。
継
続
‘
”
れ

る
場
合
は
再
度
申
Ｌ
込
ん
で
ぐ

だ
さ
い
。

▽
主
な
対
象
品
…
家
具
類
、
電
気

製
品
、
ガ
ス
器
具
、
乳
幼
垠
ｍ

品
、
楽
器
、
ス
ポ
’
・
‐
ツ
用
品
、

自
転
車
（
バ
イ
ク
類
は
除
く
）
、

学
用
品
、
一
般
家
庭
用
品
（
食

ご
み
の
収
集
時
間

器
、
衣
類
な
ど
は
除
ぐ
）
な
ど
。

再
利
用
価
値
が
あ
り
、
修
理
・

■

修
繕
の
不
要
な
も
の
に
限
り
、

転
売
や
趣
味
な
ａ
ｊ
Ｍ
ｎ
的
と
す

る
も
の
は
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

▽
品
物
の
取
り
引
き
方
法
…
両
者

の
希
望
条
件
が
一
致
し
た
場
合
、

情
報
セ
ン
タ
ー
が
希
望
者
に
遅

絡
し
、
当
事
肴
！
じ
で
交
渉

し
て
い
た
だ
T
i
W
j
f
ｒ
ｙ
'
^
そ
し
て

そ
の
結
果
か
干
日
以
内
に
希
望

者
が
情
報
セ
ン
タ
ー
に
報
告
し

て
い
た
i
V
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
罵
（
下
の
表
）

▽
問
題
な
ど
の
処
理
・
・
・
故
障
、
欠

陥
、
破
損
、
そ
の
他
問
題
が
発

生
し
た
場
合
は
当
事
者
で
協
議

し
て
解
決
す
る
も
の
と
し
、
市

は
、
一
切
の
問
題
に
責
任
は
負

い
ま
せ
ん
。

▽
登
録
先
と
受
付
時
間
・
：
登
録
は

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
（
〒
6
1
1

品物の取り引き方法
宇
治
琵
琶
3
3
宇
治
市
忿
瓜
一
工

観
光
課
消
費
忠
屋
一
双
了
Ｆ

４
Ｌ
内
線
2
6
4
）
へ
。
受
付
時
間
は
、

午
前
九
時
～
午
億
一
一
時
、
土
曜

日
は
午
前
九
時
牛
一
時
、
日

曜
日
・
祝
日
は
受
け
付
け
し
ま

せ
ん
。
（
商
工
観
光
課
）

名
木
百
選

ご
み
の
収
集
時
間
が
六
月
一
日

か
ら
、
午
前
と
午
後
が
君
更
に
な

る
と
と
も
に
、
ご
み
中
継
所
が
閉

鎖
に
な
り
ま
す
。
時
間
屈
更
な
ど

く
わ
し
い
こ
と
は
、
六
月
一
日
発

行
の
市
政
だ
よ
ぴ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
未
了
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
っ
て
五
十
二
年
十
二

月
か
ら
燃
え
る
ご
み
の
週
二
回
収

集
忿
始
め
て
三
年
余
ぴ
が
経
過
し

ま
し
た
。
現
在
、
収
集
が
午
後
に

な
っ
て
い
る
地
区
は
、
当
初
三
年

後
に
は
恋
更
す
る
約
東
と
な
っ
て

第
２
次
分
を
募
集
中

名
木
百
選
（
第
一
次
分
）
は
、

三
月
に
平
等
院
の
「
ふ
じ
」
、
国

鉄
新
田
駅
前
の
『
い
ち
ょ
う
』
な

ど
五
十
三
本
が
選
定
さ
れ
ま
し
た

午
前
と
午
後
が
変
更
に

６月１日から

い
ま
し
た
。
人
口
増
加
と
ご
み
の
み
の
収
集
時
間
が
一
部
の
地
区

量
の
増
加
、
そ
し
て
中
継
所
問
題
で
変
更
に
な
り
未
丁
。

な
ど
が
あ
Ｊ
た
た
め
約
束
の
年
月
２
、
古
紙
回
収
の
曜
日
が
一
部
変

よ
叙
遅
れ
ま
し
た
が
、
φ
り
ゆ
る
思
に
な
り
未
了
。

角
度
か
ら
検
討
參
で
す
め
た
結
果
、
３
、
い
ま
ま
で
も
実
榔
し
て
い
ま

来
至
八
月
一
日
か
ら
収
集
時
間
の
す
町
内
の
溝
豪
Ｒ
疆
の
土
砂

午
前
と
午
後
の
恋
更
を
し
示
ｙ
。

そ
れ
ど
同
時
に
地
域
住
民
の
み
な

Ｊ
’
ん
か
ら
強
い
要
望
の
あ
り
ま
し

た
中
継
所
の
閉
鎖
鷺
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
次
の
点
が
六

月
一
日
か
＆
更
に
な
皇
子
の

で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

１
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご

収
集
の
定
期
化
か
ほ
か
皇
子
。

な
お
、
時
間
変
更
な
ど
が
関
係

す
る
町
内
合
一
、
息
器
の
み
な
さ

ん
に
は
五
月
中
に
回
覧
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
乖
ｙ
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
示
す
。

（
清
掃
課
）
・

が
、
こ
の
ほ
戸
第
二
次
分
の
推
薦

を
募
集
し
て
い
未
了
。

名
木
の
選
定
基
準
は
次
の
と
お

り
で
す
の
で
、
基
準
に
合
う
名
木

が
あ
な
た
の
去
ぢ
に
あ
り
ま
し

た
Ｑ
芦
ｙ
じ
５
募
し
て
く
だ
さ

い
。

①
古
い
木
で
あ
る
こ
と
（
古
木
）

②
大
き
い
木
で
あ
る
こ
と
（
巨
樹
）

③
姿
、
形
が
よ
い
こ
と
（
形
状
）

④
珍
し
い
木
で
あ
る
こ
と
心
珍
木
）

⑤
物
語
や
古
歌
に
で
て
ぐ
る
な
ど

い
わ
れ
の
あ
る
木
で
あ
る
こ
と（

由
緒
）

こ
れ
ら
の
ど
れ
か
に
当
り
、
林

や
並
木
な
ど
果
団
敬
な
す
も
の
も

含
み
ま
す
。
た
だ
し
、
鉢
物
や
草

花
な
ど
は
除
き
栄
ｙ
。

〈
応
募
方
法
〉

は
が
乖
柔
た
は
封
書
に
、
①
木

の
名
前
心
種
類
）
②
木
の
所
在
場

案
内

日
本
脳
炎

予
防
接
種
。
■

５
月
2
8
日
か
ら
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
が
は
じ
ま
ひ
ま
ず
。
満
３

歳
に
な
っ
た
ら
受
け
ま
し
ょ
う
。

接
種
で
き
な
い
子
戸
も
は
、
①

三
種
混
合
予
防
接
種
登
冥
げ
て
１

週
間
以
内
の
人
、
②
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
麻

１
ん
、
小
児
マ
ヒ
の
予
防
接
種
を

膏
け
で
ｔ
力
月
以
内
の
人
③
流
行

性
耳
下
腺
炎
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、

水
痘
が
治
っ
て
か
ら
↓
刀
月
以
内

Ｊ木のももまやΓい０`″あ球″

所
（
略
図
）
③
ポ
の
特
徴
（
大
き

さ
、
古
さ
、
珍
し
さ
な
ど
。
い
わ

れ
や
由
緒
の
φ
字
ａ
な
芦
も
）

④
所
有
者
ま
た
は
推
罵
者
の
住
所

氏
名
、
男
屋
号
を
書
い
て
、
で

孜
β
茉
の
写
真
を
同
封
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

〈
締
め
切
り
〉
…
―
月
1
0
日

〈
あ
て
先
〉
・
・
・
〒
6
1
1
宇
治
市
宇
治

琵
琶
覗
宇
治
市
役
所
商
工
観

光
課
内
「
名
木
百
選
選
定
委
員

き

（
商
工
観
光
課
）

の
人
、
そ
の
他
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患

が
治
っ
て
か
？
迦
間
以
内
の
人

で
す
。

日
時
や
会
場
、
対
象
、
注
意
事

項
な
ど
は
、
保
健
予
防
年
間
日
程

を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

（
保
健
衛
生
課
）

催
し

点
字
講
習
会

京
都
府
盲
人
協
会
で
は
、
点
訳

奉
仕
員
と
し
Ｍ
Ｓ
Ｓ
し
て
い
た
だ

け
る
大
を
対
象
に
点
字
講
登
居

開
孝
柔
ｙ
。

▼
と
き
・
：
６
月
1
4
日
聞
か
m

月
第
２
日
曜
日
で
Ｉ
…
一
回
開
催
、
午

後
Ｌ
時
～
４
時
、
た
だ
し
ａ
月
、

９
月
、
1
0
月
、
1
2
月
は
第
１
日
曜

日
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
橋
通
り
の
宇

治
市
役
所
分
庁
舎
▼
費
用
と
器
材

…
費
用
は
無
料
で
、
器
材
も
無
料

貸
出
し
▼
申
込
み
・
：
５
月
3
0
ほ
ま

で
に
福
祉
課
（
露
了
Ｌ
４
Ｌ
内

線
2
8
2
）
へ
。

（
福
祉
課
）

第
１
回
中
学
生

軟
式
テ
ニ
ス
大
会

牢
治
市
に
住
ん
で
い
る
中
学
生

を
対
象
に
軟
式
テ
ニ
ス
大
会
が
行

わ
れ
ま
ず
。

▼
き
・
３
年
生
の
部
は
６
月
７

日
、
１
、
２
年
生
の
部
は
1
4
日
午
前

９
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
↑
：
黄
槃
公
園

コ
ー
ト
▼
試
合
方
法
・
：
女
子
の
部
、

男
子
の
部
と
も
ダ
ブ
ル
ス
で
▼
参

字
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
い
.
ｒ
＾
＄
^

年
少
女
を
対
象
に
し
た
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
い
拿
７
か
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
東
京

オ
＝
^
＾
ピ
″
ク
の
前
年
に
こ
の

大
会
蛮
恕
字
る
事
業
の
一
つ

と
し
て
誕
ま
し
た
も
の
で
、
宇

治
市
で
は
そ
の
三
年
後
の
昭
和

四
十
二
年
十
月
に
結
成
資
笛

し
た
。

そ
こ
で
、
多
く
の
少
年
に
ス

ポ
ー
ツ
か
渠
し
ん
で
い
た
だ
こ

.
ｒ
o
j
’
シ
リ
ー
ズ
で
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

茫
乎
。

◇

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
地
域

社
＜
Ｒ
Ｗ
ｉ
Ａ
Ｍ
３
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

か
通
じ
刄
蹟
な
体
と
含
青

て
る
た
め
に
全
国
的
に
活
動
を

展
開
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ク
ク
ラ

ブ
で
す
。

団
員
の
年
齢
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
少
年
団
が
地
域
の
実
状
や
目

加
料
…
Ｉ
チ
ー
ム
二
百
円
▼
申
込

み
…
５
月
2
5
m
ま
ｖ
ｕ
に
藤
井
治
さ

ん
（
宏
署
番
6
6
）
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

卓
球
教
室

▼
と
き
…
６
月
３
日
～
2
6
日

の
毎
週
２
回
。
午
前
７
時
か
ら

▼
と
こ
ろ
…
北
宇
洽
中
学
校
▼
資

格
上
般
社
会
人
▼
定
員
・
：
3
0
人

▼
参
加
費
・
：
五
百
円
▼
申
込
み
・
：

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
m

Q
り
１
↓
‘
４
１
）
へ
Ｏ心
社
会
教
育
課
）

募
集

市
職
員
の
募
集

市
で
は
、
清
掃
作
業
員
の
募
集

を
し
示
ｙ
。

▼
対
象
・
・
・
昭
和
2
0
年
４
月
２
日

か
ら
3
8
年
ｔ
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子
▼
募
集
人
員
…
若
干
名

▼
試
験
日
・
：
５
月
3
1
日
剛
午
前
９

時
半
？
筥
落
市
職
員
会
館
で
第

一
次
試
験
名
い
求
ｙ
▼
申
込
み

…
５
月
2
1
日
㈲
か
ら
ｓ
日
ま
で
に
、

や
日
曜
日
な

ど
少
年
の
自

由
時
間
で
す
。

活
動
範
囲
は
。

少
年
た
ち
が

牛
吝
し
て
い

る
地
域
社
＜
Ｋ

の
中
で
の
活

動
を
基
本
と

し
て
い
未
了
。

活
動
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を

中
心
と
し
た

日本スポーツ少年団の組織と構成

運
動
を
通
じ

健
康
な
心
と
体

的
に
合
わ
せ
て
決
め
て
い
‘
手
一
。

全
国
で
は
、
約
八
歳
か
ら
二
十

二
歳
ま
で
の
青
少
年
が
参
加
。

活
動
時
間
は
、
学
校
の
放
課
後

少
年
に
適
し
た
も
の
で
Ｋ
少

年
期
に
は
自
由
時
間
を
豊
か
に

す
ご
し
、
体
と
心
を
育
て
る
こ

と
が
大
切
で
す
の
で
文
化
活
動

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
（
写
真
夕
貼
る
こ
と
）
し
、
職

員
課
に
あ
る
申
込
書
金
印
ｘ
で
提

出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
（
郵
送
に
よ

る
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
）

く
わ
し
い
こ
と
は
職
員
課
（
ｕ

⑩
Ｉ
Ｌ
４
１
）
へ
お
問
い
合
幻
せ

く
だ
さ
い
。

（
職
員
課
）

や
社
会
活
動
な
μ
Ｅ
）
取
昨
ｔ
ハ
れ

て
い
ま
ず
。

各
々
の
少
年
団
の
運
営
は
い

わ
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
活
動
で
す
が
、

指
導
者
も
加
わ
ｓ
＼
な
が
ら
少
年

た
ち
が
自
主
的
に
み
ん
な
謡
－

勣
牽
ず
す
め
て
い
ま
ず
。

現
在
、
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
登
録
し
て
い
る
少
年
は

訂
正

゛子どもを線路で遊ばせない″

゛踏切事故はなくそう″１

５
月
1
1
日
蒋
の
市
政
だ
よ
り

２
面
の
「
市
長
杯
争
奪
卓
球
大

命
の
記
事
の
中
で
、
参
加
料
が

一
チ
ー
ム
五
百
円
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
千
円
の
誤
ぴ
で
し
た
。

お
わ
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
ず
。

千
五
百
人
余
り
で
。
毎
日
い
ろ

い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
取
ぴ
組
ん

で
い
ま
ず
。

次
回
か
白
ぱ
、
宇
治
市
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
に
所
属
す
る
各
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
種
目
ご
と
に

紹
介
し
て
い
孝
柔
ず
。心

社
会
教
育
課
）
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